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一度編集保存されたクラスターは再編集できなくする機能の概要

一度端末から編集保存したクラスターの情報を後から書き換えができなく
する機能です。

①本機能の設定がされた帳票定義から、
帳票を作成しサーバーへ保存

値が”入力された”クラスターは
背景が灰色になり、このクラスターは

再編集不可となります。

ConMas Server

未だ値が”入力されていない”クラスターは
自由に記述可能。

②入力帳票をダウンロード



再編集できなくする機能を有効にする

本機能を利用するには、Designer にて

帳票定義毎に「一度編集保存されたクラスターを再編集不可にする」を【する】に
します。※デフォルトでは【しない】となります。

 帳票定義情報設定タブ内の以下設定にて無効、有効を設定します。

Designer設定

する：有効、しない：無効
を設定します。



再編集不可：灰色表示について

※以下のクラスターは元々、自動計算され、入力できないクラスターのため、ユーザー操作が不可能です。
よって、灰色表示されません。

• 計算式クラスター
• トグル集計クラスター
• 時刻計算クラスター

ロックされると灰色表示されるクラスター

・再編集不可となったクラスターは、クラスターの色が灰色となります。

・再編集不可となったクラスターを含むシートは、シートコピーすることが出来ません。

・承認クラスターが再編集不可となるのは、“承認”が行われたタイミングです。
“申請”や、“差し戻し”にて保存した段階では再編集不可になりません。



Managerでのクラスターの編集について

本機能が有効になっている帳票定義から作成された入力帳票は、Manager上で
シートのクラスターを編集出来ません。

シート情報の編集

承認クラスターの
“承認”、“差し戻し”を行うことは可能です。
（ ※承認した時点で編集不可となります。 ）

クラスターの入力値の
編集は出来ません。


